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第２章 計画策定のプロセス  
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２-２．「うままちあるき」 

 

 日時 ：2017 年 8月 11 日（金・祝）9:00～13:00 

 場所 ：世田谷区立桜丘中学校多目的室 

 参加者：37 名 

 概要   千歳船橋・経堂・上町・桜新町・用賀の各駅から５ルートに分かれてまちあるきを行い、その

後ルートごとに意見交換会を行った。各ルート、様々な意見が交わされたあと、発表をしてもら

い、歩いたルートだけではない他のルートについての理解も深め、計画作成の方向性を検討し

た。 

 

 プログラム 

09:00 あいさつ 

09:05 趣旨説明 

09:20 出発準備 

09:35 各駅へ車で移動 

09:50 まちあるきスタート 

10:30 まちあるきゴール・会場へ移動 

10:40 トイレ休憩・写真収集 

11:10 意見交換会の説明 

12:30 あいさつ・今後の予定 
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（１）配布資料の内容 

 

①まちあるきルート 
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②「馬事公苑界わい」まちの魅力向上構想～東京2020大会の記憶が薫るまち～ 

 

【構想の位置付け】 

 東京2020 大会を盛り上げ、また開催後には、区に多くのレガシーを創出するため、「2020 年に向け

た世田谷区の取組み～東京2020 大会後を見据えて～」（平成29 年1 月策定）などを踏まえ、「馬事公

苑界わい」の魅力向上に向けた取組みをまとめたものである。 

 

【構想の役割】 

 本構想は、東京2020 大会開催期間中や、その後のレガシーによる「馬事公苑界わい」の魅力向上のた

めのガイドラインとなるもので、具体的な取組みについても言及したものである。 

 

【構想の活用方法】 

 東京2020 大会に向けた「馬事公苑界わい」のハード面やソフト面の街並み整備を進めるにあたって

は、この構想の「魅力向上に向けたコンセプトと方針」の考え方を基本とし、各々の地域特性などを活か

しながら進める。 

 

【馬事公苑界わいの将来像】 

馬事公苑周辺を「馬の丘エクエストリアンエリア」として、５駅を中心としたエリアを、「五色のにぎ

わいパレットエリア」として、位置づけを行った。 
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【魅力向上に向けたコンセプトと方針】 
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③３つのルート「みどりのみち・ひとのみち・くらしのみち」 

 

みどりの道(旧品川用水) 

千歳船橋 ⇄ 桜新町 

 千歳船橋から桜新町までの南北動

線は、江戸時代に農業用水として造

られた、品川用水が暗渠化された道

路である。現在では桜をはじめとす

る木々が豊かな緑あふれる街路空間

となっています。歴史と緑を楽しみ

ながら歩けることが特徴である。 

 

ひとの道(商店街・住宅街) 

経堂 ⇄ 用賀 

 区内でも特徴的な商店街が存在す

る経堂と用賀間のルートを設定す

る。この道はにぎわいのある商店街

だけではなく、閑静な住宅街や教育

機関など、ひとの存在を感じるヒュ

ーマンスケールな街路空間である。商店街のにぎわいと住宅街の緑、大学生をはじめとする若者の活力を

同時に楽しめることが特徴である。 

 

くらしの道(世田谷通り) 

上町 ⇄ 馬事公苑 

 上町から馬事公苑までのルートは、世田谷の大動脈である世田谷通りである。古くから生活や商業の道

として活用されたこの道は津久井街道と呼ばれ、甲州街道の裏街道として、絹や特産物の江戸への運搬に

利用されていた。暮らしを支える街路空間として設定します。世田谷通り沿いのお店なども合わせて楽し

めることが特徴である。 

 

 

  


